
台湾北科大フォーラム 日台専門家が生医の新モデルに着目

生体材料の専門家である東京大学の一木隆範教授、京都大学の田畑泰彦教授、清華大学の胡育誠
教授、エルサレム・アズリエリ工科大学のハイタム・カセム教授、オークランド工科大学のマジ
アル・ラメザーニ教授、国家衛生研究院（国衛院）の廖倫徳副所長がで台北科技大学（北科大）
高価値生体材料研究商品化センターが開催した国際フォーラムに参加し、北科大と国衛院が「学
術および人材交流の促進に関する覚書」に署名しました。

台北科技大学高価値生体材料研究商品化センターは、研究開発に加え、成果の商業化を加速する
ことにも注力しています。今回の国際フォーラムでは、各国の専門家が産学連携の経験を共有し
、国際交流を強化して生体材料分野の発展をともに推進することが目指されました。

田畑教授は日台ともに産学連携でコミュニケーションの困難に直面していると指摘し、学生は業
界との協力に備え、将来的に産業界と協力する際にコミュニケーションの障壁を軽減し、より多
くのリソースと人脈を結びつけ。一木教授は日本では革新的な製品の開発に市場の規制が追いつ
かないことが多いと指摘し。また、日台で半導体産業の協力が始まっており、台湾のナノテクの
潜在力がバイオ産業発展の重要な契機になると述べました、今後は二国間協力をさらに強化する
必要があります。

北科大センター主任の方旭偉氏によると､同大は理論と実践を重視し、資源と市場の需要を統合し
た知識の商品化を目指しており、センターの豊富な研究開発経験に一木教授と田畑教授の洞察を
組み合わせることで、日本との緊密な協力を実現し、アジアのバイオ産業に新たな契機を創出す
ることを期待しています。2024年9月19日（木）  
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